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破壊的イノベーションの台頭と既存企業の対応

破壊的イノベーションの脅威

　クレイトン・クリステンセンら（2003）は、「イノベーティブな製品を開発し成功した既存企

業は、その製品の顧客ニーズを十分に汲み取ろうとするが故に、持続的イノベーションに終始し、

破壊的イノベーションによる新しい製品が現れたときに対応できず、やがて市場を駆逐される」［1］

とした。実績ある既存企業は持続的イノベーションに最も適した組織と価値基準を持っているが

故に持続的技術［2］にこだわり、破壊的技術の採用をためらうという。

　ここで、持続的技術とは、主要な顧客が今まで評価してきた性能指標に従って、既存製品の性

能を高めるものである。個々の業界における技術的進歩は持続的性質を持つものがほとんどであ

る［3］。一方で、破壊的技術は、従来の価値基準の下では短期的にはむしろ性能を低下させるが、

新しい価値基準の下では従来製品よりも優れた特長を持つものである（本ケースの事例における

価値基準の説明は資料 1を参照）。破壊的技術を採用した製品の例として、8インチのハードディ

スクドライブ市場を破壊した 5.25インチのハードディスクドライブ、ケーブル式掘削機の市場

を駆逐した油圧式掘削機、メインフレーム市場を駆逐したオフィスパソコンなどがある［4］。

　持続的イノベーションとは従来の価値基準に基づく持続的技術の性能が向上していくことをい

う。一方で、破壊的イノベーションとは新しい市場や機能がシンプルで安価なローエンドに端を
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[3] クレイトン・クリステンセン、マイケル・レイナー (2003 年 )「イノベーションへの解─利益ある成長に向けて」
翔泳社 .

[4] クレイトン・クリステンセン (2000 年 )「イノベーションのジレンマ」翔泳社 .

本ケースは慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授 中村　洋の指導の下、北村博昭（M33）が公表資料から作成
した。経営管理に関する巧拙を記述したものではない（2012年 10月作成）。　

本ケースは慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、複製等についての問い合わせ先は慶應義塾
大学ビジネス・スクール (〒 223-8526 神奈川県横浜市港北区日吉 4丁目 1番 1号、電話 045-564-2444、e-mail:
case@kbs.keio.ac.jp)。また、注文は http://www.kbs.keio.ac.jp/ へ。慶應義塾大学ビジネス・スクールの許
可を得ずに、いかなる部分の複製、検索システムヘの取り込み、スプレッドシートでの利用、またいかなる方法 
(電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない )による伝送も、これを禁ずる。


